
あきたパートナーシップ宣誓証明制度の導入について

令 和 ４ 年 ５ 月２５日

あ き た 未 来 創 造 部

１ 制度の概要

（１）目的

多様性を認める社会づくりの推進

（２）内容

性的指向が必ずしも異性愛のみではない者又は性自認が出生時に決定された性別

と異なる者が互いを人生のパートナーとし、日常の生活において相互に協力し合う

ことを宣誓した場合に、県として公に証明するパートナーシップ宣誓証明制度を導

入

（３）導入日

令和４年４月１日

（４）本制度で利用可能となるサービス

証明書の提示により、各種サービスを受ける際に、婚姻に準じたパートナーシッ

プ関係にあることを円滑に証明することが可能となる

【具体例】

・公営住宅の入居申込み手続き

・公立病院に入院しているパートナーとの面会

２ 県が実施するアウティング防止に向けた取組

○３月２９日（火） 市町村あてに制度の開始及びアウティング防止の徹底について

の通知を発出

○４月２５日（月） 市町村男女共同参画担当者会議にて制度の説明、周知を実施

○６月２８日（火） 主に県民を対象にＬＧＢＴ等の基本的知識や理解を深めるため

のセミナーを開催

○６月２９日（水） 各種相談窓口職員や、公営住宅の申請窓口等、証明書の提示が

想定される窓口職員を対象にした研修会を開催

３ 依頼事項

・各種相談窓口職員に対する制度の趣旨の周知徹底

・職員によるアウティング（暴露）の防止

・県の研修会等への参加による対応能力の向上
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